
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県営浅虫水族館 

「青森県の海の生物カード」 ～生物・漁業・社会問題を楽しく学ぶ～ 

開催期間：2025年6月14日（土）～2025年9月30日（火） 

 

【事業の内容・目的】 

■本事業ではカードゲームを通して、青森県の海の生物や漁業、環境問題を楽しみながら学

ぶことができる。具体的には以下のとおりである。 

■生物同士の関係が複雑に絡み合う食物連鎖を知ることを通して、食う―食われるの関係で

繋がっていること、多様な種類が存在し様々な水深に棲み分けて生息していることをな

どを学ぶ。 

■また、海で生産された様々な水産物を色々な漁法で漁獲していることを知り、海は私たち

人間がおこなう漁業を支える重要な場所であることを学び、海に親しみを感じていただ

く。 

■一方で海を取り巻く環境問題について、例えば私たちがたくさん使用したプラスチックが

海洋に流出し、海洋生物ひいては人間にまで悪影響を及ぼしていることを学んでいただ

くことで、どのような行動をしていけば海が抱えている大きな問題の解決になるのかを

学び、解決に向けた行動を実践できるようになってもらう。 

※上記写真等は特別な許可を得て撮影されたものです。無断転載等はできません。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
紹介エリア全景 

 

タイトルパネル 

１．本事業に関する紹介エリア設置  

【開催日時】2025年6月14日（土） ～ 2025年9月30日（火） 

【開催場所】青森県営浅虫水族館 イベントホール 

【参加者数】紹介エリア観覧車数 142,794 人 

      カード館内体験者数   2,000 人 

【活動内容・目的】 

 ●「青森県の海の生物カード～生物・漁業・環境問題を楽しく学ぶ～」と題

し、本事業に関する解説をパネル展示で実施しつつ、同エリアにカード

を2部設置して来館者に自由に利用してもらった。またゲリラ的にカー

ド体験のサポートも行った。 

活動の様子 

 



 

   
●青森県の海の生き物カード全 54種（生物カード 37種、漁業カード 8種、環境破壊カード 5種、環境保

全カード 4種）を一覧で掲示し、本カードゲームの存在を認知してもらうとともに各カードの説明を見る

ことで青森県の海の生物・漁業・環境問題について学ぶことができるようにした。 

 

●青森県の海の生物 37 種類を用いて生物同士の関係が複雑に絡み合う海の食物連鎖の図を作成し、青森

県だけでみても多様な種類が存在し様々な水深に棲み分けて生息すること、食う―食われるの関係で繋が

っていることなどが理解できるようにした。 

 

     



 

●青森県の海の生物 37 種類に対して、青森県で行われている漁業によって漁獲される生物を図示するこ

とによって、私たち人間も海の食物連鎖に関与すること、また海の恵みを頂いていることを実感できるよ

うにした。 

 

●青森県の海の生物 37 種類に対して、環境問題（海洋プラスチック問題や水産資源の獲りすぎ、海水温

上昇、海洋酸性化、森林・干潟・藻場の減少）によって影響を受ける生物を図示することによって、海の

生物ひいては人間にまで悪影響を及ぼしていることを学んでいただくとともに、一方でどのような環境保

全行動をしていけば海が抱えている大きな問題の解決になるのかについても同時に図示することによって、

環境保全に向けた行動を実践できるようになってもらうようにした。 

 

  

        カード体験テーブル           マリンガーディアンズの遊び方動画放映 

 

●カード体験テーブルは 2台設置し、最大 8名が同時に利用できるようにした。また、遊び方のマリンガ

ーディアンズはルールが複雑なため、視覚聴覚的にルールが理解できるようにアニメーションおよびナレ

ーション付きの実践動画解説をおこなった。 

【参加者の声】 

 

◯ゲームを通じて楽しい時間を過ごせたことです。軽い興味本位でプレイしてみたので

すが、イラストの美麗さ、独自のゲーム性の高さに驚かされました。誰でも楽しめるゲ

ーム性を保ちながらも、海の生物や環境問題について現実に属して学ぶことができる非

常に完成度の高いゲームだと感じました。 

  

◯カードの説明を読んで、その魚がどの深度の層にいるのか、どの生物と捕食関係にな

っているのかを知ることが出来た。「捕食」のやりとりで食物連鎖がわかったこと。 

 

◯生物と漁業と環境の関係性が、生物の種別ごとに変わってくることが分かりやすい。 

 

◯環境破壊（カード）のおそろしさと環境保全（カード）の大切さを知れたこと 

 

◯トランプにもかるたにもなるから小さい年齢から遊びやすい 

 

◯図鑑（本）だと飽きたりもするが、カードになっていることで5歳の子も飽きずに遊んでくれた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募要項   

 

 

２．カードを体験して応募した世帯に抽選でプレゼント 

【応募期間】 2025年6月14日（土） ～ 2025年８月31日（火） 

【応募方法】 館内応募もしくはWEB応募 

【応募世帯数】506世帯（当選は215世帯） 

【活動内容・目的】 

●イベントホールもしくはご自宅等でマリンガーディアンズ、カルタ、図鑑

のいずれかの遊び方を体験した上で、体験者アンケートに回答いただいた

世帯の中から抽選でカードを一箱プレゼントすることとした。 

●実際にカードを体験することを応募条件とすることで、本事業への一定の

理解をいただいた1世帯にカードを配布することができるため、自宅な

どでの反復的な海の学びが実践されることが見込まれる。 

【参加者の声】 

◯活動内容①と同様 



 

 

 

 

 

【参加者の声】送付後に3小学校からお礼の連絡があったので以下に記載する。 

 

◯本校では学習内容を児童が主体的に取り組めるように、遊びの要素を取り入れた学習

方法を模索しており、今回送付いただいたカードは活用できる内容となってるため、大

変うれしく思っております。学校や教員個人では作れないクオリティーです。ありがと

うございます。私たちも、このような教材が開発できるよう研鑽を積もうという思いを

強くしたとともに、このような児童が興味関心を高く持てる教材がたくさん増えること

を期待しております。 

 

３．県内各学校(小中高、特別支援学校)に 1箱送付 

【送付時期】 2025年9月下旬 

【送付校数】 481か所 

【対象人数】 約5万人 

【活動内容・目的】 

●青森県の海の生物カード1箱を青森県内の学校(小学校、中学校、高校、

特別支援学校など)プレゼント送付した。 

●学校の授業や休み時間、学童保育の場などで生徒同士で楽しく遊んでもら

いながら反復的な海の学びが実践されることが見込まれる。 

※上記写真等は特別な許可を得て撮影されたものです。無断転載等はできません。 



 

 

 

 

 

【参加者の声】DL 者の本カードへのご意見を一部記載する。 

◯浅虫水族館が好きな子がたくさんいます。 

青森県のことが知れるいい機会だなと思い、ダウンロードさせていただきます。あり

がとうございます。 

 

◯障害者通所施設で 3 歳～18 歳までの子どもが通所しています。みんな水族館が大

好きなので活用したいと思います。 

 

◯報道で拝見し、とても興味深いカードで欲しい!と思いました。この海の生物カード

は、遊びながら漁業や環境問題に触れられる優れたカードで、しかも美しい。子ども

たちもきっと大喜びで遊ぶにちがいありません。印刷の映えるいい紙を購入して、カ

ードを作ってみたいと思います。  

                     

◯有料で売店で買えるものだと思ったら無料で驚きました。このような素晴らしいコ

ンテンツをありがとうございます。楽しませていただきます。対象年齢にはまだ届き

ませんが、図鑑として読ませていただきます。浅虫水族館大好きです。また行かせて

いただきます。 

 

◯青森県の海の生物をゲーム形式で知れるのがとても面白いと思いました。また、マ

リンガーディアンズだけでなく普通のトランプなどとしても使えるのがありがたいで

す。個人的には、ミズダコのカードの数字を8にしたり、マヒトデのカードの数字を

5にしたりという遊び心があってもよいかなと思いました。 
 

４．カードデータをWEBで公開 

【公 開 日】 2025年6月14日（土） ～ 

【公開場所】 当館HP 

【対象人数】 無制限（9/30時点のDL件数777件） 

【活動内容・目的】 

●当館ホームページにカードデータを公開し、誰でもプリントアウトしてカ

ードを自作して遊べるようにするとともに、本カードへのご意見を収集し

た。 

●青森県の生き物カードをWEB公開することによって、世界中の誰でも利

用できるようになり、より広域的な海の学びが実践されることが見込まれ

る。 

※上記写真等は特別な許可を得て撮影されたものです。無断転載等はできません。 



 

 

 

 

 

【参加者の声】 

◯たくさん海の生き物を覚えて3位になれたこと。緊張したけど楽しかったです。また

大会に出たいと思いました。 

〇地元の子どもと一緒にマリンガーディアンズができたこと。ゲームを通じて、みんな

で楽しく海を学べたことです。 

〇青森の海にはたくさんの生き物がいることがわかった。魚り魚りみ魚りを学びました。 

〇子どもが「ヒトデを食べる生き物がいない」や「ミンククジラは海洋プラスチックゴ

ミがあったら危ない」などの発言をゲーム内でしていて、これが実生活の知識と繋が

ったら深い学びになると感じた。 

 

５．大会開催 
【大会日時】 令和 7年9/15(月) 13:30～15:30 

【申込期間】 令和 7年7/28(月)～9/13(土)正午 

【場  所】 浅虫水族館 研修室 

【参加条件】 小学生、中学生、高校生、大人 

【参加定員】 マリンガーディアンズ部門16名、カルタ部門16名 

       （結果：申込は14組20名であったが、キャンセルがあり

6組12名であった） 

【景  品】 各部門1～3位に生物カード1箱 

       部門別のオリジナル非売品缶バッジ（1～3位は金銀銅色、4

位以降は参加賞） 

【参加費用】 無料 

【活動内容・目的】 

●マリンガーディアンズ部門、カルタ部門での大会を開催することで、大会

へ向けて多くの練習を積んでもらうこと、またその成果を発揮する場と

した。 

※上記写真等は特別な許可を得て撮影されたものです。無断転載等はできません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な連携・協力先について  

連携・協力先名称 連携・協力の内容 

１．なし  

２．  

３．  

４．  

５．  

 

 

 

 主な広報結果について  

掲載媒体名 見出し、掲載日 

１．青森経済新聞  WEBニュース/2025.6.22 

２．東奥日報 朝刊/2025.7.29 

３．ATV 海と日本プロジェクト in青森/2025.7.18 

４．共同通信 海と日本プロジェクト in青森/2025.7.31 

５．NHK 夕方ニュース/2025.8.8 

６．NHK 列島ニュース/2025.9.16 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

【事業全体のまとめ】 

本事業では従来の環境学習系のカードゲームとは異なり漁業の要素も加えた唯一無二のも

のとなり、青森県の海の生物や漁業、社会問題を楽しみながら学ぶことで、過去から現在

まで続く豊かな海や地球と人との関わりの深さを学び、今後も海そして地球と人が共生す

ることの重要性を考える機会となることを目指し、毎日の中で海を意識して行動できる人

を数多く育成し、次世代に豊かな海を引き継いでいくことに大いに寄与することを目的と

した。来場者アンケートの感想を見ると、アナログなカードであることで通常の水槽より

もじっくり学ぶことができるといったご意見や、様々な遊び方があるため幅広い年代が楽

しむことができるというご意見があり、有意義なものを製作することができたと思えた。

また、学校教員からの反応においても、販売してもいいレベル、生徒たちの遊びながら学

べる教材としてピッタリであり、一教員ではここまで作成できない、といったご意見を頂

戴した。以上のことにより、本事業は海の学びを行う教材として十分な達成度があったと

思える。 

※上記写真等は特別な許可を得て撮影されたものです。無断転載等はできません。 



 

別添 1 

＜印刷成果物＞ 

① カード紹介エリアパネル  5枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 



 

②カードセット    700部 

 

   

 



 

 

 

     

 

 

 

 



 

＜その他成果物＞ 

① カードデジタルデータ 54件 

 

 



 

 

② 



 



 



 



 



 

②説明書データ     1件 

 

 



 



 

 

③ バトルシートデータ  1件 

 

 



 

別添 2 

 



 

 



 



 

 



 



 

 



 

別添 3 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

添付 4 

・プレスリリース 21件 

 

 

 

 

 

・取材件数 10件 

 

番号 写し 取材日 局名
放送／掲載

(予定)日時
番組／コーナー内容 取材内容

1 有 6/22 (日) 青森経済新聞 6/24 (火) WEBニュース 青森県の海の生物カード

2 有 6/26 (木) 東奥日報 7/29 (火) 朝刊 青森県の海の生物カード

3 有 7/1 (火) ATV 7/18 (金) 海と日本プロジェクトin青森 青森県の海の生物カード

4 有 7/29 (火) 共同通信 7/31 (木) 海と日本プロジェクトin青森 青森県の海の生物カード

5 なし 8/1 (金) NHK 8/8 (金) 夕方ニュース 青森県の海の生物カード

6 有 9/15 (月) NHK 9/16 (火) 列島ニュース(全国) 青森県の海の生物カード 大会
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別添 5 

 

 

 

 

 

 



 

別添 6 

クリッパー2025年 8月号 

 
クリッパー2025年 9月号 

 


